
第10回は、過去のワークショップに参加された思い出や感想をみなさんに語っていただきました。また、
今後さらに魅力的なワークショップに発展させるために何が必要かということを、今後の展望として考え
ました。結論としては、みなで楽しいと思える場を引き続きつくっていくことだと再認識させていただく
ことができました。参加してくださるみなさまに、心より感謝を申し上げます。
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看護のプロフェッショナリズムを共有するワークショップ
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自由記載でいただいた感想やご意見
✓ 学生から先輩看護師まで幅広く参加しているため、さまざまな意見を聞くことができ視野が広がりました
✓ 自分の思っていることを自由に表現でき、学ぶことが楽しいと感じる場でした
✓ 普段からいろんな立場の人と話す機会はありますが、ワークショップに参加することで対等に接することはできているの

か振り返ったり、心理的安全性を意識したりする場になっています
✓ どのような立場でも学びたいという思いがあれば、対等にディスカッションできると感じました
✓ 職場での悩みや考えていることを言語化し他者と共有することで、新たな気づきや学びを得ることができました
✓ 初めて参加した時は緊張しましたが、自分の中で壁を作ってしまっていることにも気づけました
✓ どこからでも気軽に参加できるのは、このワークショップの魅力だと思います
✓ ワークショップに参加すると、エネルギーをもらうことができ、仕事や勉強をまた頑張ろうという意欲が湧いてくる
✓ プロフェッショナリズムというテーマは難しいと感じましたが、参加者それぞれの身近な経験を話していくうちに少しず

つ具体的に考えられるようになりました
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第10回 ワークショップの開催報告

●ワークショップ後のアンケート結果（一部抜粋） 回答9名

開催日時：2022年３月１６日（水）13-15時
参加者：13名（看護職、看護大学生、大学教員、大学院生）

■とても思う ■どちらかといえば思う ■どちらともいえない ■どちらかといえば思わない ■まったく思わない ■無回答
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①面白かった ②楽しかった ③もっと経験したいと思った ④興味・関心がもてた
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⑤気づきが深まった ⑥自分が成長したという実
感がもてた

⑦グループメンバーが成長
したという実感がもてた

⑧参加してよかった
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⑨満足感があった ⑩仕事・役割上の課題と関
連づけて取り組めた

⑪人生や仕事の経験を活用
できた

⑫有益な経験となった
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